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ける外科手術件数は増加している (厚生労働省, 2015；沖田ら, 
2008). また, 手術だけでなく, 術前外来での患者説明や術後
疼痛の評価, 検査や処置の鎮痛鎮静, 無痛分娩補助等の手
術前後以外の広い範囲 (周麻酔期) で, 麻酔分野の医療の
充実が必要とされている (吉田ら, 2013a；厚生労働省, 2014；
横山ら, 2014). 手術や麻酔管理の安全と充実のために, 周術
期管理チーム看護師制度 (日本麻酔科学会) や周手術期に
診療看護師 (Nurse Practitioner: NP) を導入するなど, 手術と
麻酔の包括的管理を看護師が行っている病院がある (塩月ら, 
2015). 周術期管理チーム看護師は, 手術室看護師が, 認定
審査を経て麻酔に対する理解を深め, 周術期患者管理の向
上を得ることに主軸をおいている (日本麻酔科学会, 2017). ま
た周術期における NPは麻酔科医師と連携することで, 安全安





いるという指摘もある (水野ら, 2004). 麻酔管理は専門性が高
く, 手術室内の業務に加えて術前中後の麻酔管理全般をも含
めて患者を包括的に看護師が管理するためには, 周麻酔期
看護師が必要である. 周術期管理チーム看護師制度や NP の
大学院教育では, 麻酔管理を専門とする米国の Certified 
Registered Nurse Anesthetist: CRNA (麻酔看護師) や現在あ
る周麻酔期看護学分野の大学院教育 (横浜市立大学, 2018a) 
に比べ, 時間的にも麻酔に関する科目や技術の教育は不足し
ている. 
米国の CRNA は麻酔科ができる以前の 1860 年代から看護
師が麻酔管理を行っている長い歴史的背景がある. 1973 年に
ハワイ大学が最初に高度実践看護師であるCRNAの修士課程
を開設, 修了後に認定試験による資格取得となっている. また, 
CRNA は医師から独立し, 手術麻酔を行うことが認められてい
る (Dulisse, 2010；Hogan, 2010；AANA, 2012). 
日本では 2010年4月に聖路加看護大学が大学院修士課程
として麻酔科医師が主体となって周麻酔期看護師育成の講座
を開設した. その後, 2016年 4月に横浜市立大学大学院修士
課程に周麻酔期看護学分野を日本で初めて看護師主導で開
校した. 2017年 4月に 2校が続けて開校している.教育内容は, 
基本的には専門看護師 (Certified Nurse Specialist: 以下, 
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CNS とする) の教育課程を基準とし, 専門性として麻酔の知
識・技術に特化した講義・演習・実習を各大学が独自のプログ
ラムで実施している (吉田ら, 2013b；横浜市立大学, 2018a). 
本学大学院周麻酔期看護学分野では, 2016 年度開校に当
たり, まず, 大学院看護学専攻, 病院麻酔科, 病院看護部, 
手術室と連携し, 組織体制を構築, 多様な病態や個別性の高
い患者の麻酔管理や麻酔に関する包括的ケアが担えるよう, 




























る (Munguia-Biddle et al.,1990；Hamric, 2008；吉田ら, 2013b).
「周麻酔期看護師」は, 周麻酔期における Care と Cureを統合
した看護実践, 教育, 相談, 調整, 研究, 倫理に関する看護
実践能力を持つ者であり, 周麻酔期の包括的な患者管理が
充実し, 患者の QOL 向上のために, 麻酔管理を安全に実践


















護師育成のための組織と教育のコンセプトを図 1 に示す. 
 
 




部科学省「職業実践力育成プログラム (Brush up Program for 




る. また, 本プログラムは, 病院の麻酔科医師・看護師や大学
院教員の意見を取り入れる仕組みとして教育検討委員会・運
営委員会・評価委員会を設置し, その運営を施行した. 









































で遂行している. また, 教育は, 看護学科教員 3 名の他, 医
学科の基礎系 3 教室および病院の麻酔科医師 (教育担当 3












は CNS の教育課程の単位を修得, 修士号の学位を取得し, 
実践・教育・相談・調整・研究・倫理に関する実践能力と周麻
酔期の包括的な管理が理解できることを到達目標とした. Cure
としての麻酔管理の知識・技術 (実習) は, 麻酔科後期研修
医 1年目 3 ヶ月修了程度と設定した. 麻酔科後期研修医 1年
目3ヶ月の具体的な到達目標と麻酔管理手技の到達目標を表
1 に示す. 麻酔管理の知識・技術については最後に周麻酔期















1 または 2 に該当する全身状態が良好な成人の患者を対象と
している. 現在, 1 年 6 ヶ月で約 120 件の手術件数を実施し, 2
年間の周麻酔期看護学専門実習で合計約 150 件の手術件数
を実施する予定である. 診療科は, 整形外科, 産婦人科, 乳
腺腫瘍外科の手術が多いが, それ以外の診療科はほぼ同様
な件数で経験している. 主な術式は, 開腹手術, 腹腔鏡下手
術, 四肢に対する手術, 体表手術である. 具体的に実施して
いる麻酔管理の手技は表 1 のとおりである. 1 週間に１回は周
麻酔期看護師と同行し, 看護師の立場からの麻酔管理と看護





【到達目標】                                    






























あり, 高度実践看護師教育課程 CNS 教育に準じて始まった. 
高度実践看護師として日本では CNS の他, 2 つの認定機関に
よる NPが存在する. CNS, NP の役割やその教育を比較し, 本
学大学院の周麻酔期看護学の教育内容の課題を考察するた
めに, その相違について表 3 にまとめた. 周麻酔期看護師は, 
米国や日本の大学院と同様に (COA, 2012；吉田ら, 2013b；
横浜市立大学, 2018b) CNSの要件 (Care) の教育は必要であ
るが, NP と同様に, 医師の指示下にて麻酔に関する医療行為
の実践が求められている . 麻酔管理に関する医学的技術 
(Cure) に関しての教育は, 今後, すでに確立されている NP
の医学的技術に対する教育を参考にしていく必要性があると
考える. 
また, 150 年も前から麻酔看護の歴史がある, 米国の CRNA
は , 麻酔看護学の確立した教育内容  (Munguia-Biddle et 
al.,1990；Hamric, 2008) がある. 実際の教育内容は日本と同
様の共通科目の他, 専門科目として, 麻酔薬等の薬理学 105
時間, 解剖, 生理, 病態生理学 135 時間, 麻酔看護実践 45
時間, 麻酔実践の基本と原理 (技術, 疼痛管理など) 105 時
間, 研究 30時間, 臨床カンファレンス 45時間, 臨床症例は最





一方, 日本と同様に直近 5～10 年に麻酔看護が急速に発
展し日本と同様な麻酔管理体制であるベトナム  (小林ら , 
2016；白石ら, 2015) の麻酔看護教育の講師および麻酔看護
 































































合計  42 単位以上  









で得た. 教育上の課題についてインタビュー (30 歳代, 2 名, 






今回, 本学で Care と Cure を融合した周麻酔期看護教育
プログラムと掲げて周麻酔期看護師育成の教育を1年6ヶ月実
施してきたが, NP の医学的技術に対する教育を Cure の到達
目標として参考にしていく必要性や, 実習における経験症例
数が少ないこと, シミュレーション教育への充実の必要性等の




である. また, 米国は麻酔看護師の役割と独自性について, 
麻酔看護師実践モデル (Munguia-Biddle et al., 1990) がある
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